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思いをつなぐ 
～意思決定支援の周辺で～ 

 

津久井やまゆり園 芹が谷園舎 

佐田 恵利子  小林 惠里加 

宮崎 剛志  押田 誠一郎 

 

1.活動の目的 

 

津久井やまゆり園では、昨年度より、神奈川県

の再生基本構想に則り、津久井やまゆり園利用

者様の意思決定支援に取り組んでいる。津久井

やまゆり園の職員は、利用者様お一人おひとりの

生活が、より豊かに、ご本人の希望や夢を目指し、

そして、ご本人が望む生活ができるよう、日々の

生活の中で寄り添い、ご本人を中心にした支援を

実践している。どんなに重たい障がいがあろうとも、

利用者様はかけがえのない人間であり、意思表

明の力があることを大前提にして、私たちは取組

みを行ってきた。「お一人おひとりの心の声をどう

やったら聴けるのか」その方法を模索し、「何が正

解か」を求めるものではなく、また、頭から否定す

るのでもなく、一つの可能性としてとらえて、取組

みを進めた。 

 

 
図 活動の目的 

 

 

2.活動の内容 

 

一つ目は、指筆談を用いたコミュニケーション

方法の実践についてである。指筆談とは何か、ま

た、この方法を取り上げた経緯、実践内容とその

結果、そして考察等を詳しく述べる。 

二つ目は、啓発活動として、「僕のうしろに道は

できる」というドキュメンタリー映画の自主上映会

についてである。利用者様や職員向けに、実際

に鑑賞してもらった感想等を述べる。 

三つ目は、Google が提唱している vr180 という

仕様に準拠した映像を制作し、ヘッドマウントディ

スプレイを用いて、利用者様や職員向けに、バー

チャル的なグループホームの生活体験をしてもら

い、その反応等からみえることを考察した。 

 

 
図 活動の内容 

 

 

3.指筆談の実践 

 

今回の研究活動援助事業で取り組んだ指筆談

は、数年前より佐田と小林が学んできたものであ

る。主に國學院大学の柴田教授が活動し、取り組

まれているコミュニケーションの手法である。この

手法を、細々と続けてきた私たちの取組みを、昨

年度、津久井やまゆり園の園内研修である職員

意見発表会にて発表をした。そのことがきっかけ

となり、今回の研究に至った。 

 活動の目的で述べた通り、「利用者様の心の声

をもっと聞きたい」、このことをどうやったら実現で

きるのか、という思いを持ち続けていた。そこで、

一つの可能性として指筆談を取り上げ、研究して

はどうかということになり、今回、研究活動援助事

業として取り組んできた。 
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⑴ 筆談とは 

 

筆談と言われると、一般的には耳の聞こえない

方とのコミュニケーションをイメージするだろう。し

かし、今回紹介する筆談は、援助者が、当事者の

手の甲を持ち、ご本人の微妙な手の動きをつか

みながら、必要なだけ力を添えて、一緒に書くコミ

ュニケーション手法である。文字を覚えるためや、

鉛筆を持てない方のために、一緒に文字を書く作

業とはまるで違い、今ご本人が持っている考えや

思いなどといった内面を表出する方法である。 

 

 
図 筆談 

 

⑵ 指筆談とは 

 

指筆談は筆談と方法は一緒であるが、紙とペン

は使用せずに、手のひらや指先にご本人の指で

書くコミュニケーション方法である。 

 

 
図 指筆談 

この筆談や指筆談は、かながわ共同会の利用

者様はもちろんのこと、すべての利用者様を対象

とすることが可能である。ただし、科学的にも証明

されているとは言えず、この手法を行うと、援助者

が書いているように見えるため、本当にご本人が

書いているのか疑われやすい。 

しかし、特に中途障害の方への指筆談では、

家族しか知らないことを聞き取っている事例が多

数ある。そうした家族を通して徐々に広まってきて

いるコミュニケーション方法である。 

 ここで、今回の実践の協力者を紹介する。國

學院大学の柴田教授は、重度の障害児のコミュ

ニケーションツールを研究開発されてきた方であ

る。 

 

 
図 協力者 

 

指筆談を実践するにあたり、佐田と小林の二人

で実践しても良かったが、利用者様のことを知ら

ない第三者として柴田教授に加わってもらい、読

み取った内容を比較することで、客観性を担保す

ること目的として、協力を依頼したところ、快く引き

受けていただいた。 

 

⑶ 実践内容 

 

実際の実践内容であるが、対象となる利用者

様に対して、３人の実践者が同じ内容の質問を口

頭で質問し、指筆談を用いて質問の回答を得て、

その回答から得られたことを比較し、考察した。 

質問方法は、回答を限定する質問、いわゆる

○か×かなどで、回答する質問方法である「クロ

ーズド-クエスチョン」と、回答の範囲を制限しない

で、回答者が自由に考えて答える質問方法であ

る「オープン‐クエスチョン」の２つを用いた。 

一つ目は、導入部分で利用者様がリラックスで

きるような質問を作成した。 

二つ目は、利用者様の思いを知るために、思
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いを語ってもらえるような質問を作成した。 

そして、この二点を合わせて「現在」「過去」「未

来」に分けた質問を作成した。現在に対する質問

は、現在の思いを知るための質問内容となってい

る。過去に対する質問は、実践者が知らないこと

を回答してもらうような質問内容となっている。そし

て、未来に対する質問は、ご本人が今考えている

将来のことについての質問内容となっている。 

対象とした利用者様は、５名である。いずれの

方も、この研究活動以前に、指筆談を経験してい

る利用者様である。また、指筆談の実践者は、協

力者である柴田教授を含めた３名である。 

 

 
図 対象利用者と実践者 

 

⑷ 質問内容 

 

 以下が、対象となる利用者様に実際に質問をし

た内容である。 

 

○ 事前質問 

 
 

事前質問では、利用者にリラックスしてもらうた

めに、クローズド‐クエスチョンとした。 

 

 

○ 「現在」のことについての質問 

 
 

ご本人たちの好きなことや、職員に聞いてもら

いたいこと、生活の中での利用者間のコミュニケ

ーションについて質問をした。 

 

○ 「過去」のことについての質問 

 
 

特に、幼少期の頃のこと、両親のことを中心に

質問をした。 

 

○ 「未来（将来）」のことについての質問 

 
 

特に意思決定支援の取組みに付随するような

質問内容とした。 

 

⑸ 実際の指筆談の様子 

 

 以下の写真が、実際に指筆談を行っている様

子である。こちらは、すべて動画として記録をし

た。 
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図 指筆談の様子 

 

対象となった利用者様の一人ひとりから読み取

った実際の結果については、後述の資料編にま

とめた。 

 

⑹ 実践結果について 

 

 
図 実践結果について 

 

資料編にもまとめたが、表中のマスを、ピンク色

に塗りつぶした部分は、回答内容が一致している

とみなした部分である。また、黄色く塗りつぶして

いる部分は、回答内容のニュアンスが、概ね一致

しているとみなした部分である。 

 実践者から対象となる利用者様へ、質問内容を

統一して実施したが、限られた時間の中で、全員

分の実践を漏れなく実施することはできなかっ

た。 

 実践者からの感想としては、佐田、小林からは

「緊張して読み取れない」という、最初の出だしが

上手くいかないことがあった。 

ここで、実践結果を端的にみると、意外と一致

している面もあれば、一致していない面もあった。

そして、回答内容が一致していたりする点がある

ことは、驚きであったし、３人の実践者の読み取っ

た内容が、ほぼ一致している部分もあったことは

更に驚かされた。 

実践者によるかどうか分からないが、一人の利

用者様からの回答で、それぞれの実践者の読み

取りにおいて語尾が異なっていることがあった。

本人のしゃべり口調だと思うが、語尾が気になる

人もいるだろう。 

また、実際には、質問数が多かった。時間的な

ことも含めて、質問数や質問内容を検討した方が

良かった。 

人によって読み取りやすい人とそうでない人が

いたのかどうかについては、読み取りやすいという

ことはあると思うが、環境の影響の方が大きいと感

じた。 

 

⑺ 結果の考察 

 

一致している結果もあれば、一致していない結

果もあり、その原因を考えたときに、「環境から受

ける影響」と「質問数とその内容の影響」があるの

ではないかと考えた。 

 「環境」には、指筆談を実施した日時、場所、実

践者と利用者様との関係性、実践者及び対象者

のそれぞれのコンディションが上げられる。 

 今回の実践結果について、いつ、どのような場

所で、どのように実践したかについて詳細を示し

ていないが、昨年度の 11 月頃から実施し、会議

室や寮、午前もしくは夕方、夜間など一定した実

践環境ではなかった。こうした環境の違いは、変

化に敏感なところがある利用者様には、影響が大

きかったのではないだろうか。 

私たちに置き換えて考えても、環境に影響され

ることはよくあることだろう。例えば、話をする人に

よって、緊張して思ったことを言えなかったり、上

手く答えられなかったり、何となく返答したり、ひら

めきで話をしたりと様々だと思う。 

そのような意味からも、実際に実践をしていくな

かで、環境や質問内容等にすごく不十分さがあっ

たと感じている。だからこそ、一致している部分も

あれば、一致していな部分もあり、証明できたとい

うような気持にもならないし、かといって嘘じゃない

かという気持ちにもならなかったのは事実である。 
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⑻ 実践のまとめ 

 

 
 

もともと私たちの実践では、指筆談の実証が目

的ではなかった。利用者様の心の声をどうやった

ら聴けるのかという点で、その方法として、指筆談

は一つの可能性ではないかと感じていた。だから

こそ、このような実践にチャレンジしてみよう、とい

う思いに至ったのである。 

当初から実証することの難しさを柴田教授から

も伺っていたが、考察でも述べたように、いろいろ

な環境からの影響の大きさを、今回の実践で実感

できた。 

客観的な立場として、指筆談を実践している場

面を見たときに、利用者様の一人ひとりが真剣な

表情で回答しているように感じた。もしその利用者

様を全く知らない第三者だったとしたら、そう感じ

なかったかもしれない。少しでもその利用者様に

関わったことがある人であれば、普段の様子も知

っているので、普段の様子と比較しながら指筆談

を行っているときのご本人の変化にも気付くことで、

このような感じ方になったのではないかと考える。 

そして、○か×かの質問を設定し、一人の人に

対して実践者が３人の場合、３人とも一致する確

率は１／８（12.5％）である。更に、質問に対して

自由に回答した場合に３人とも一致する確率は、

更に低くなる。今回の研究では、前述ような低い

確率にもかかわらず、一致するような結果を得る

場合があった。 

私たちが注目したいのは、この「一致した場合

があった」ということである。３人とも一致した結果

が出ること自体、驚きとともに、どういうことなのだ

ろうという不思議さを感じずにはいられなかった。

ここにこそ、先に述べた可能性の一つがあるよう

に思う。 

何度も述べたが、実証することが目的ではない

なかで、読み取ったことを文章にし、それを比較し

てみると、このような不思議な結果がある。このこと

について、皆様はどう感じるだろうか。 

 何か、皆様が少しでも興味を持ってもらえるきっ

かけになれば、この実践に意味があったと考え

る。 

 

⑼ 購入書籍 

 

 参考資料として以下の書籍を購入しました。 

 

ｱ 「みんな言葉を持っていた―障害の重い人た

ちの心の世界」／柴田 保之 (著) 

ｲ 沈黙を越えて: 知的障害と呼ばれる人々が

内に秘めた言葉を紡ぎはじめた／柴田 保之 

(著) 

ｳ 「最重度の障害児たちが語りはじめるとき」／

中村尚樹 (著) 

ｴ 「本当の気持ちと出会うとき ―知的障がい者

入所支援施設 30年の実践を語り・伝える 見

えないこころとこころを紡ぐ意思決定支援 43

の物語-」／宮下 智 (著) 

 

 
図 購入書籍 

 

 

4.啓発活動（映画自主上映） 

 

今回、「僕のうしろに道はできる」というドキュメ

ンタリー映画の自主上映会を開催した。 

 
図 「僕のうしろに道はできる」のホームページより 

⑴ 上映の経緯・趣旨 
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このドキュメンタリー映画は、どのような状態に

なっても意思があることを証明した一つの事例とし

て描かれている。また、意思を汲み取るためにあ

らゆる分野の知識や情報を集めた内容でもある。 

実際に私たちも鑑賞し、利用者様の支援に

日々あたっているなかで、「もっと知りたい」という

仕事への活力にもなった。また、支援者側がゆっ

くりでも努力し続けていることを伝えない限り、支

援される側はどこかで諦めてしまうということの重

大さに衝撃を受けた作品でもある。 

鑑賞された一人ひとりの方が、何か気付きを得

られればとの期待を込めて、自主上映会を開催し

た。ちなみに、上映会を開催するにあたり、配給

元から特別に、映画のＤＶＤを譲渡していただい

た。 

 

 
図 DVDパッケージ画像 

 

⑵ 上映スケジュール 

 

上映スケジュールは、以下の通りである。

 
 

⑶ 上映参加者とアンケート 

 

自主上映会では、利用者様と、職員に鑑賞し

ていただいた。利用者様へ 1回、職員向けに 6回

実施しした。 

実際に参加された利用者様は 38 名、職員は

31名（職員の内訳は、総務課事務員３名、相談支

援従事者２名、生活課支援員 10 名、日中活動支

援員 10 名、看護師３名、オンブズパーソン２名、

法人事務局職員１名）であった。 

職員の方々には、映画を鑑賞後に感想を書い

てもらった。感想としては、批判的なものはなく、

それぞれの立場での気付きが書かれていた。ま

た、利用者様からは「また見たい」との声が複数聞

かれた。 

以下に、感想をまとめたものを掲載する。 

 

○アンケート回答者：17 名 

ｱ 話せなくても身体が不自由でも伝えたい思

い・意思は誰にでもあることを改めて認識させ

られた。（６名） 

ｲ あきらめずに信じ続けることが大切だと感じた。

（９名） 

ｳ 簡単ではないが、些細な動きにも注目し、表

現方法を見つける努力をあきらめないことが

大切だと感じた。奇跡ではなく、あきらめずに

努力をし続けた結果。（６名） 

ｴ 伝えたいのに伝えられないもどかしさや悲し

さは、障害あるなしに関係なく同じであること

を忘れてはいけないと感じた。（１名） 

ｵ 「見る」「立つ」「話す」「触れる」のユマニチュ

ードに共通するものがあると感じた。（１名） 
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ｶ 人間の能力、生命力（２名） 

ｷ 医師から言われたこと（回復の見込みない）を

信じなかったことに考えさせられた。専門家の

言うことが 100％間違いないとは言っていない

実例。（１名） 

ｸ 過去は参考にするものであり、未来や可能性

を信じることを意識していきたい。（１名） 

ｹ もっと知りたい。まだまだ知らないことがあるこ

とを知った。考えさせられた良い機会となった。

（３名） 

ｺ 相手の気持ちを知りたいと思うことも大切（１

名） 

ｻ 刺激を与え続けることの大切さを知った。（１

名） 

ｼ 最初はどう見ても回復しないだろうと思ってい

たのに、回復していった姿に感動した。（１

名） 

ｽ 決めつけずに関わっていくことが大切だと思

った。（１名） 

ｾ 焦らず、マイペースに取り組みことが大事（１

名） 

 

 

5.ＶＲによる活動（ＶＲグループホーム体験） 

 

この活動は、ヘッドマウントディスプレイを使用

したバーチャル的なグループホームの疑似体験

についてである。 

ＶＲによるグループホーム体験は、利用者様へ

の分かりやすい情報提供として有効かどうかを知

るために、臨場感のある映像を制作し視聴しても

らった。職員にも、実際に体験してもらい、それぞ

れの反応からみえることを考察した。 

 

⑴ 被験者数 

 

〇 利用者様  ７名 

 
〇 職員     14名 

 

⑵ 使用した機材 

 

バーチャルリアリティーの映像を制作する機材

「Vuze XR Dual VR Camera」である。制作した映

像を映し出す機器であるヘッドマウントディスプレ

イ「Oculus Go」は、今回の研究活動援助事業とし

て購入した。 

 

 
図 使用した機材 

 

⑶ VR180の映像 

 

VR180の映像原理は、以下の通りである。

Googleが提唱している VR180

（https://vr.google.com/vr180）に準拠した映像

を制作する。右目用と左目用のカメラで撮影し、

目と目の間の視差（3.5 ㎝～４㎝）を加えて、正距

円筒図法に基づき映像をソフトウエアで補正する

と２画面の映像が得られる。 

得られた映像を、ヘッドマウントディスプレイを

用いて視聴すると、前方 180度の視界が立体的

に視えることで、臨場感のある映像体験となる。 

 

 
図 正距円筒図２画面の画像 

 

A様 男性 67歳 障害支援区分５ 歩行自立 

B様 男性 23歳 障害支援区分５ 歩行自立 

C様 男性 21歳 障害支援区分６ 歩行自立 

D様 男性 41歳 障害支援区分５ 歩行自立 

E様 女性 71歳 障害支援区分５ 車椅子使用 

F様 女性 41歳 障害支援区分５ 歩行自立 

G様 女性 76歳 障害支援区分５ 車椅子使用 
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図 ヘッドマウントディスプレイによる見え方（イメージ） 

 

映像は、その場所にいることが体感できるように

制作した。映像自体は約 4分 30秒あり、まず、目

を慣らす必要があるため、冒頭にCGアニメーショ

ンを挟んである。 

 

 
図 冒頭の CGアニメーション 

 

いきなり知らない場所にいて、知らない人が隣

に座っている状況となるため、ナレーションによる

音声ガイドを入れて、混乱を招かないよう配慮し

た。また、視聴によるＶＲ酔いを防ぐため、撮影は

カメラを固定して行った。 

 

⑷ 映像体験 

 

 
図 VR体験時の映像 

 

Oculus Go（オキュラスゴー）を実際に装着する

と上図のようになり、顔面の半分程度が覆われる

ため体験中の記録映像はボカシ等を入れていな

い。VR180 を利用した映像を視聴すると、被験者

が職員の場合は、上下左右を見回す動作をする

傾向が顕著に見られる。ところが利用者様が視聴

した場合は、反応が薄い印象を受ける。しかし、

利用者様の側で職員が声をかけてガイドしたり、

繰り返して視聴するうちに理解が深まっていくよう

になる様子であった。微妙な変化なので、それぞ

れ体験している利用者様を知っている職員でな

いと分かりづらい面がある。 

 

⑸ 利用者様の視聴前提 

 

 体験された利用者様の前提として、以下を上げ

る。 

 

ｱ グループホームの内部を見たことがある。 

ｲ グループホームで生活している方々を知っ

ている。 

ｳ 通所事業所を利用したことがある。 

ｴ グループホームや通所事業所をまったく知

らない。 

 

⑹ 実践の考察 

 

実践してみてわかったことを、以下にまとめた。 

 

ｱ まったくその場を知らない方には、理解が

難しい場合がある。 

ｲ 繰り返し視聴することで理解が深まる印象

を受けた。 

ｳ 視聴している方の隣で、今、何を見ている

のかガイドすると理解が深まる印象を受け

た。 

ｴ 車椅子で生活している方には、手軽に体験

してもらうことができる。 

ｵ 一度見学に行っておき、再体験として視聴

すると、同居の方、食事場面の情報提供と

して有効であると思われる。 

ｶ 個々のグループホームごとに VR の紹介ビ

デオを作成するとなれば、新たなビジネス

チャンスが生まれる可能性がある。 

6.まとめ 
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指筆談での実践でも考察したが、環境から受

ける影響があるということは、普段の支援の中でも

誰もが感じることだろう。また、支援者がどのような

価値観を持っているかによっても、支援内容は左

右されるだろう。 

環境から受ける影響は、まさに、どんな手法を

使っても同じことが言えるのではないだろうか。ど

れだけ良い手法だとしても、それに携わる人の力

量によって結果は変わる。 

だからこそ支援者は、常に高みを目指して、自

身の感性を磨き、研修を受けるなどして、自身を

高め、そして、利用者様と共に歩んでいくのだと

考える。ある意味、それが福祉の実像だといえよう。

このことは、意思決定支援においても同様のこと

が言える。 

今回、私たちは意思決定支援を取り組みなが

ら、「一人ひとりの声をどうやったら聴けるのか」

「何が正解かを求めるものではなく、一つの可能

性を探る」という目的で、この研究活動に取り組ん

できた。 

支援付意思決定プログラムのトレーナーである

シェア・ニコルソン氏が次のようなことを述べてい

る。 

「どんな人にも意思表明の力がある」 

この言葉をかりて、またこれを大前提として一年

間取り組んできた。 

このことは、普段、利用者様の支援の中で誰も

が行っていることと同じことである。利用者様の思

いが、「こうじゃないかな」「この人はこう言っている

んじゃないかな」と探りながら支援をされているの

ではないだろうか。 

私たちも、一人の支援者として、利用者様と向

き合い、そして寄り添いながら、今後も支援を続け

ていく。皆様にとっても、この報告が何かのきっか

けや気付きになれば幸いである。 

研究メンバーとして、とても有意義な取組み期

間を送ることができ、様々、協力していただいた

方々に感謝を申し上げたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.資料編 

 

⑴ シェア・ニコルソン 

：障害者権利条約の理念をそのまま実践しようとするオーストラリア・南オーストラリア州の支援付意思決

定プログラム（S.A-SDM）のトレーナー 

 

「どんな人でも意思を表明する力を持っている。言葉をうまく話せない人にも意思はあるのです。でも、そ

の夢や希望をくみ取ることができるかどうかは、聞き手の力量にかかっています。」 

Yahooニュース 特集「本当は何を望んでいるの？」～認知症高齢者 その意思はどこに（2017.10.26配

信） https://news.yahoo.co.jp/feature/795 より抜粋 

 

⑵ 指筆談の新聞記事（毎日新聞より） 
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⑶指筆談の実践結果 
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⑷ 上映会の当日資料 
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